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青島：CFOの青島でございます。それでは、私より 26年度第 1四半期決算および 26年度通期予

想についてご説明いたします。 
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3ページをご覧ください。本日は、こちらのアジェンダに沿って説明します。 
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4ページをご覧ください。26年度第 1四半期決算のポイントです。 

データセンター関連製品の売上増加等により、前年比増収増益となりました。営業利益は前年比約

3倍、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前年比約 4倍となり、第 1四半期の実績とし

ては、売上高および各段階損益において、2001年度以降で過去最高値となりました。 
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5ページをご覧ください。売上高と営業利益については、次ページ以降の増減要因で説明いたしま

すが、その他の項目について補足いたします。 

持分法投資損益が、好調により前年比でプラス 38億円、為替差損益が、円安影響により前年比で

プラス 18億円改善しました。 
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6ページは、売上高増減要因です。 

売上高は前年同期比プラス 715億円です。地金価格の変動は銅価格高騰によりプラス 281億円、

円安による為替影響はプラス 149億円、連結範囲の移動等を含めた実質的な変動はプラス 285億

円となります。実質的な変動の主な内訳は、連結範囲の異動で 186億円減少した一方、光ソリュ

ーションで約 140億円増加、情報コンポーネントで約 110億円増加、自動車電装システムで約 60

億円増加、メタルソリューションで約 140億円増加となりました。 
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7ページは、営業利益の増減要因です。 

売上増により 114億円のプラスです。主な内訳は光ソリューションで 50億円、情報コンポーネン

トで 41億円、エネルギーインフラで 5億円、自動車電装システムで 15億円、メタルソリューシ

ョンで 4億円のプラスとなりました。固定費は主に人件費増加によるものですが、改善効果等で

93億円カバーしました。 

為替影響は、円安により 19億円のプラス、全体ではプラス 171億円となりました。 
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8ページは、26年度通期予想です。 

第 1四半期決算の実績および事業環境を踏まえ、売上高および各段階損益の通期予想を上方修正し

ます。26年度の年間配当予想は 5月公表時の 1株当たり 22円を据え置きます。なお為替と、同建

値の前提を見直しております。 
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9ページは、26年度通期予想の要約 P/Lです。 

売上高は前回予想比プラス 700億円で、うち為替影響によりプラス 300億円、銅価格高騰により

プラス 200億円がそれぞれの指標変更によるものです。営業利益は、前回予想比プラス 280億

円。こちらについては次ページで説明いたします。 

経常利益は、営業利益の見直しに加え、持分法投資損益を見直し、前回予想比プラス 430億円、

親会社株主に帰属する当期純利益はプラス 230億円の上方修正です。 
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10ページは、セグメント別営業利益の 26年度見通しについてです。 

前回予想比プラス 280億円を見直し、年間予想を 1,230億円とします。データセンター関連製品

等の売上が増加しており、光ソリューションはプラス 160億円、情報コンポーネントはプラス 120

億円を上方修正します。 
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11ページからは、セグメント別の状況について説明します。まずは光ソリューションです。 

1Q実績は、光ケーブルや海底線等の特殊ファイバー、MTフェルールといったデータセンター関

連製品の売上が増加し、営業利益は前年同期比増益となりました。通期予想は 1Q実績が好調だっ

たこと、今後もデータセンター関連製品の需要増が継続することから、前回予想を見直しいたしま

す。 
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12ページは、情報コンポーネントです。 

1Q実績は、データセンター関連製品の売上増により、営業利益は前年同期比増益となりました。

通期予想は、データセンター関連製品の需要増が継続することから、前回予想を見直します。 

  



 
 

 

 
 

12 
 

 

13ページは、エネルギーインフラです。 

1Q実績は国内地中線が好調です。中国子会社の連結除外によるプラス効果、機能線の売上が増加

したことから、営業利益は前年同期比で増益となりました。通期予想は前回予想に織り込んだ、国

内超高圧、海底線、機能線が堅調な需要は変わらないため、通期見通しを据え置きます。 
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14ページは、自動車電装システムです。 

1Q実績は、自動車部品の売上が堅調であったことから、営業利益は前年同期比で増益です。通期

予想は据え置きますが、不透明な中東情勢、米国関税の動向は引き続き注視します。 
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15ページは、メタルソリューションです。 

1Q実績は銅価高騰により、前年同期比で売上高が増加しました。通期予想は足元の銅価格などを

反映し、売上高を増加させました。 
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16ページは、要約バランスシートです。 

総資産は 1兆 1,313億円で、前年度末より 649億円増加です。主に売上伸長に伴う運転資本の増

加によるものです。各経営指標はいずれも悪化しておりますが、全て想定内です。 
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次、17ページは、設備投資額、減価償却費、研究開発費です。 

データセンター関連製品の需要増に伴い増産投資を実施していることから、前年比で増加していま

す。設備投資額、減価償却費、研究開発費の見通しは、前回予想から変更はございません。 

説明は以上となります。 

 


